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【外皮性能】床断熱で「一般床・土間床」を設定して計算する方法 

文書管理番号：1226-03 

Q.質 問  

外皮性能計算で床断熱の場合に、ユニットバスを土間床として計算したい。 

外皮性能計算で床断熱の場合に、土間の底盤部分に断熱材を配置したい。 

A.回 答  

(プラン図)で設定した部屋名の部屋属性は、 (外皮性能計算)での「土間床」または「一般床」を

自動判断する基準になります。部屋属性が「玄関」「土間」「浴室」に設定されている部屋を「土間床」、

それ以外を「一般床」として計算します。 

そのため、外皮性能計算で断熱方法を床断熱に設定している場合、ユニットバスを「土間床」として計

算するには、部屋属性が「浴室」の部屋（浴室、バスルームなど）を利用し、ユニットバスとして登録

し設定します。 

同様に、浴室を「一般床」として計算するには、部屋属性が「ユニットバス」の部屋（ユニットバス、

UB など）を利用します。 

部屋名が部屋属性と異なる場合は、「部屋名編集」で追加し設定できます。 

 

ここでは、下図のようなユニットバスを「土間床」として計算する方法について説明します。 
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【参考】計算方法の仕様について 

外皮性能計算は、「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」（令和３年 4 月 1 日施行の「改正建築物省エネ

法」に準拠した計算方法）、「令和３年３月 31 日以前の仕様」（これまでの計算方法）の両方に対応

していますが、申請等には「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」をご利用ください。 

計算方法の仕様は「設定」メニューより変更でき、どちらの仕様で動作しているかは、画面上部の

タイトルバーで確認できます。計算方法の仕様を変更すると、元の仕様で設定した外皮仕様や条件

を初期化し、計算内容がリセットされます。 

 

 

 

【注意】外皮仕様設定ツールのユーザー定義について 

外皮仕様設定ツールの内容は「令和３年４月１日以降の仕様」と「令和３年３月 31 日以前の仕様」

とで管理が異なります。 

「令和３年４月１日以降の仕様」で動作した際は、「令和３年３月 31 日以前の仕様」で追加した 

ユーザー定義の「材料」と「屋根、天井、外壁、床」の断熱仕様は、取り込みを行うと内容を引き

継いで使用できます。 

なお「基礎」の断熱仕様および「開口仕様」については、取り込みを行うことができません。「令和

３年４月１日以降の仕様」のユーザー定義で、新たに登録してご使用ください。 

 

  

【仕様の切り換え】 

「令和３年４月 1 日以降の仕様」で

動作中は「令和 3 年 3 月 31 日以前

の仕様に変更」と表示される 

【動作中の仕様】 
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操作手順 

⚫ プラン図での部屋追加と設定 

(プラン図)で U.B の部屋を入力済の状態から説明します。 

 

① (要素選択)で、U.B の部屋を選択後、右クリックメニューの「部屋名変更」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ここでは、 (部屋)で部屋設定したため、部屋の設定画面が表示されます。 

 

② 水廻りグループを表示し、「浴室」を選択して「部屋名編集」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 部屋名編集の画面が表示されます。 

＊ 属性が「浴室」の部屋は、外皮性能計算で「土間床」として計算されます。 

 

 
②-2 

②-1 
②-3 

① -1 

①-2 
クリック後 
⇒右クリック 

①-3 
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③ 名称を「U.B(土間)」にし、属性・単位はその

ままで、「追加」をクリック 

＊ 水回りの「ユーザー」に「U.B(土間)」の

部屋名が登録されます。 

＊ 名称に入力するカッコは、半角で入力し

ます。プラン図で部屋を設定すると、(土

間)等の半角のカッコで囲まれた部分は、

部屋名として表示されません。 

 

④ 「OK」をクリック 

 

 

【参考】 

標準設定の部屋は「オリジナル」に登録されていますが、追加した部屋は「ユーザー」に登録され

ます。必要に応じて「オリジナル」と「ユーザー」を切り替え、部屋を設定してください。 

また、部屋の設定方法を変更するには、こちらをご覧ください。 

[1038] 部屋の設定方法を変更する手順 

 

 

③-1 

③-2 

④ 

 

「ユーザー」に登録される 

「U.B」と表示 
(土間)は表示されない 

http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1038.pdf
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【参考】部屋入力アシストについて 

(部屋入力アシスト)で設定している場合は、属性リストで「浴室」を選択し、部屋名に「U.B(土

間)」と入力後、「追加」をクリックしてください。部屋名リストに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「U.B(土間)」と入力 

「追加」をクリック 

追加した 
部屋名が表示 
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⚫ 外皮性能計算での設定 

ここでは、 (クイックメニュー)またはメインメニューから、 (外皮性能計算)を初めて起動した場

合で、部材一括変更での土間床の設定について説明します。 

操作手順は、計算モードを「簡単モード」、計算方法の仕様を「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」、基礎

評価方法は「令和 3 年 3 月 31 日以前の方法」で説明します。 

 

① (部材一括変更)の断熱材位置③で「床断熱」を選択 

＊ 外皮性能計算を初めて起動した場合は、仕様の選択画面が起動しますので、断熱材位置③に切

り替えてください。 

 

＊ 床断熱が選択され、基礎断熱はグレー表示になります。 

＊ 基礎評価方法が「令和３年 3 月 31 日以前の方法」の場合は、「A：地盤面からの土間床面の高

さ」は考慮されませんので、設定は不要です。初期値 50ｍｍのままとします。 

 

【参考】基礎・床の断熱方法について 

断熱材位置③では、「基礎断熱」「床断熱」のどちらかの断熱方法を選択します。 

⚫ 床断熱：1 階の床面を断熱する方法で、床下換気口または基礎天端と土台の間に基礎パッキンを

設置する場合に選択する。 

⚫ 基礎断熱：基礎の立ち上がりや折り返し部分を断熱する方法で、床下換気口を設けず、基礎天端

と土台の間には気密パッキンを設置する場合に選択する。 

① -1 

①-2 
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② 断熱仕様①で「基礎等（外気側）」と「基礎等（床下側）」の断熱仕様を選択 

＊ 「基礎等（外気側）」は外気に接する基礎の断熱仕様を、「基礎等（床下側）」は外気に通じる床

下に接する基礎の断熱仕様を設定します。 

 

＊ ここでは基礎等（外気側）、基礎等（床下側）ともに「S02：ﾍﾞﾀ基礎 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3 種 

50ｍｍ」を選択します。 

＊ 基礎の「基礎等（外気側）」「基礎等（床下側）」については、こちらをご覧ください。 

[1227]【外皮性能】断熱仕様①の基礎について 

 

【参考】基礎について 

断熱仕様①では「基礎等（外気側）」および「基礎等（床下側）」の断熱仕様をまとめて設定します。

プラン図の部屋で、部屋属性が「玄関」「土間」「浴室」に設定されている部屋が対象です。 

一括設定した断熱仕様と異なる場合は、部材設定一覧で個別に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

基礎等（外気側） 
基礎等（床下側） 

②-1 

土間床 

土間床 

②-2 

http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1227.pdf
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③ 他の各部材の設定や項目を編集または変更 

＊ 地域区分、断熱材位置、断熱仕様、基準高さ、真北方向、庇などを設定します。 

＊ 部材一括変更での一連の手順は省略します。詳しい操作手順については A’s（エース）のマニュ

アルやヘルプをご覧ください。 

 

④ 「一括変更」をクリック 

＊ 外皮性能計算の画面が表示されます。 

 

⑤ 部材設定一覧で「土間床・基礎」タブに切り替えて、確認 

＊ 平面図では土間床の範囲が赤く表示されます。 

 

＊ 「土間床・基礎」では、隣接空間を「外気」と「外気に通ずる床裏等」にわけて、周長が算出さ

れます。 

＊ 玄関と U.B の断熱仕様が異なる場合は、「仕様」のプルダウンリストから断熱仕様を個別に変

更してください。 

＊ 部材設定一覧での設定が、計算結果に反映します。  

  

部材設定一覧 「土間床・基礎」タブをクリック ⑤ 

土間床 

土間床 
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⑥ (外皮性能計算)または計算結果画面の「再計算」をクリック 

＊ 「ツール」⇒「外皮性能計算」をクリックしてもかまいません。 

 

 

＊ 設定した内容が計算結果に反映します。 

 

 

【参考】更新機能について 

プラン図を変更した場合、部材一括変更で設定した情報は保持したまま、変更した箇所のみ更新さ

れます。 

P.3～4「プラン図での部屋追加と設定」の手順でプラン図の部屋名を変更した場合、U.B は「一般

床」から「土間床」に自動更新されます。部材一括変更を再度行う必要はありません。 

外皮性能計算 

再計算 

計算結果に反映 

⑥どちらかをクリック 
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参考：図面・リアルタイム３Ｄビューア 

⚫ UA値 ηAC値計算表 

外皮平均熱貫流率（UA 値）計算表の「土間床」「基礎等（外気側）」「基礎等（床下側）」に反映します。 

 

 

⚫ 土間周長根拠図 

「土間周長根拠図」および「土間周長表」に反映します。土間周長は、部屋ごとに「土間周長（外気側）」・

「土間周長（床下側）」にわけて算出されます。 
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⚫ リアルタイム３Ｄビューア 

土間床面積が反映します。土間周長は表示されません。 

 

 

 

 

 

【参考】基礎評価方法 

基礎評価方法には、「令和３年 3 月 31 日以前の方法」「基礎形状によらず使うことができる値を採

用する方法」「Web プログラムを用いる方法」があり、それぞれの基礎評価方法によって土間床の

計算方法が異なります。 

例えば、「基礎形状によらず使うことができる値を採用する方法」は、断熱仕様を選択することで簡

単に計算できますが、断熱材を考慮しないなど安全側で計算されます。 

そのため、基礎の断熱や条件にもよりますが「令和３年 3 月 31 日以前の方法」（従来の計算方法）

と比較して線熱貫流率が大きくなる傾向にあります。 

 

基礎評価方法の設定や内容については、こちらをご覧ください。 

 [1241] 【外皮性能】基礎評価方法（土間床等の外周部の熱損失の評価方法） 

  

玄関 
土間床 

U.B の土間床面積が表示

U.B の 
土間床を選択 

http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1241.pdf

